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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月27日(2009.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に設置された撮像装置により撮影された画像を補正し、補正後の画像を提示する車
両周囲状況確認装置であって、
　前記画像を受け取る画像取得部と、
　前記車両の進行方向および速度の少なくとも１つに基づいて、前記取得部が受け取った
画像の部分領域を選択する選択部と、
　前記選択部が選択した部分領域の画像に基づいて前記取得部が受け取った画像を補正す
る補正部とを備える車両周囲状況確認装置。
【請求項２】
　前記選択部は、前記取得部が受け取った画像において、前記車両の進行方向側の領域を
、部分領域として選択する、請求項１に記載の車両周囲状況確認装置。
【請求項３】
　前記車両周囲状況確認装置はさらに、前記車両の進行方向毎に、前記取得部が受け取っ
た画像の補正領域が記述されたテーブルを格納するテーブル格納部を備え、
　前記選択部は、前記車両の進行方向に基づいて、前記テーブルに記述される補正領域の
中から１つを前記部分領域として選択する、請求項１に記載の車両周囲状況確認装置。
【請求項４】
　前記選択部は、前記車両近傍から所定の領域を部分領域として選択するものであり、前
記車両の速度が所定の速度より速いときには、前記車両の速度がこの所定の速度より遅い
ときと比べて前記車両近傍からより遠方に至る所定の領域を部分領域として選択する、請
求項１に記載の車両周囲状況確認装置。
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【請求項５】
　前記補正部は、前記選択部が選択した部分領域の画像に基づいて前記取得部が受け取っ
た画像の階調を広げる、請求項１に記載の車両周囲状況確認装置。
【請求項６】
　前記選択部は、前記車両に備わる方向指示器、操舵角センサ及びナビゲーション装置の
いずれかから、前記車両の進行方向を特定可能な信号を受け取り、受け取った信号に基づ
いて、前記取得部が受け取った画像の部分領域を選択する、請求項１に記載の車両周囲状
況確認装置補正装置。
【請求項７】
　車両に設置された撮像装置により撮影された画像を補正し、補正後の画像を提示する車
両周囲状況確認方法であって、
　前記画像を受け取り、
　前記車両の進行方向に基づいて受け取られた画像の部分領域を選択し、
　前記選択された部分領域の画像に基づいて前記取得部が受け取った画像を補正する、車
両周囲状況確認方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、車両に設置された撮像装置により撮影された画
像を補正し、補正後の画像を提示する車両周囲状況確認装置であって、前記画像を受け取
る画像取得部と、前記車両の進行方向および速度の少なくとも１つに基づいて、前記取得
部が受け取った画像の部分領域を選択する選択部と、前記選択部が選択した部分領域の画
像に基づいて前記取得部が受け取った画像を補正する補正部とを備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記のように、部分領域は、車両の進行方向に基づいて選択され、それ以外の領域と比
較して、運転者にとって興味ある部分である。このような部分領域の画像に基づいて取得
部が受け取った画像が補正されることにより、部分領域の階調は、撮影画像のそれよりも
広げられる。さらに、選択された部分領域は、選択されない他の部分領域に対して強調さ
れる。したがって、部分領域に映っている補正後の撮影対象は補正前と比較して強調可能
となる。よって、補正後の画像が運転者に向けて表示されると、表示画像の部分領域に映
る撮影対象を、運転者は識別し易くなる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
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　さらに、本実施の形態においては、複数のカメラ（撮像装置）Ｃ１～Ｃｎのうちの１つ
で撮影される１つの周囲画像Ｉが処理単位であり、当該周囲画像Ｉの部分領域が選択的に
処理される例が述べられている。しかしながら、複数のカメラＣ１～Ｃｎのうちの任意の
複数台のカメラＣ１～Ｃｍ（ｍ≦ｎ）で撮影されたｍ枚の周囲画像Ｉを処理単位とし、こ
れらｍ枚の周囲画像Ｉの一部あるいは部分を選択的につなぎ合わせて（合成）表示するよ
うに構成してもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
【図１】本発明の実施の形態にかかる車両周囲状況確認装置の構成を示すブロック図
【図２】図１に示した車両周囲状況確認装置が車両に取り付けられた場合の撮像画像との
関係を示す模式図
【図３】図２に示した車両周囲状況確認装置が用いられる後続交通状況の一例の説明図
【図４】図２に示した車両周囲状況において、車両が直進走行時の切り出し画像と補正領
域を示す図
【図５】図２に示した車両周囲状況において、車両が高速走行時に右折しようとする際の
切り出し画像と補正領域を示す図
【図６】図２に示した車両周囲状況において、車両が低速走行時に右折しようとする際の
切り出し画像と補正領域を示す図
【図７】図２に示した車両周囲状況確認装置が用いられる後続交通状況の更なる例の説明
図
【図８】図７に示した後続交通状況におけて車両周囲状況確認装置より撮像された後周囲
画像を示す図
【図９】図７に示した車両周囲状況において、車両が高速走行時に左折しようとする際の
切り出し画像と補正領域を示す図
【図１０】図７に示した車両周囲状況において、車両が低速走行時に左折しようとする際
の切り出し画像と補正領域を示す図
【図１１】図２に示した車両周囲状況確認装置が用いられる後続交通状況の更なる例の説
明図
【図１２】図１１に示した車両周囲状況において、車両が低速走行時の切り出し画像と補
正領域を示す図
【図１３】図１１に示した車両周囲状況において、車両が高速走行時の切り出し画像と補
正領域を示す図
【図１４】図１に示した映像合成部より行われる経路案内情報と輝度補正切り出し周囲画
像との合成の説明図
【図１５】図２に示した車両周囲状況確認装置が用いられる後続交通状況の更なる例の説
明図
【図１６】図１５に示した後続交通状況におけて車両周囲状況確認装置より撮像された後
周囲画像を示す図
【図１７】図１５に示した車両周囲状況において、車両が低速後退時の補正領域を示す図
【図１８】図１に示した車両周囲状況確認装置の変形例を示すブロック図
【図１９】図１８に示した車両周囲状況確認装置における状態信号と補正領域との関係の
説明図
【図２０】図１９に示した車両周囲状況確認装置における補正対象となる領域を示す説明
図
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　２　　画像取得部
　４    映像切り出し部
　６　　補正部
　８　　選択部
　１０　映像合成部
　１２　　ナビゲーション部
　１２１１　　自車位置検出部
　１２１２　　案内経路生成部
　１２１３　　ナビゲーション部
　１４　　表示部
　２１、Ｃ１～Ｃｎ　　カメラ
　２３　　ステアリングセンサ
　２４  　シフト位置センサ
　２５　　車速センサ
　２６　　方向指示レバー
　１００、２００　　車両周囲状況確認装置
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